
今号の表紙

春日市文化祭
　11月7日と8日に、ふれあい文化センターで「第
36回春日市文化祭」を行いました。
　市内の団体や個人が日ごろの文化活動の成果
を発表する場である文化祭。来場者はずらりと並
ぶさまざまな力作や、ステージで生き生きと芸能
を発表する出演者を感心した様子で眺め、文化の
秋を満喫していました。
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歳入
263億86万円

一般会計
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平成20年度

決  算

平成20年度の春日市の決算がまとまりましたので、
その概要をお知らせします。

　歳入全体では、平成19年度に比
べて1.1％（2億9882万円）の減額
となりました。
主な増減内容（金額は対前年度比）
▶市税　670万円増
▶使用料・手数料　2213万円減
　ごみ処理手数料などが減少し
ました。
▶地方交付税　1億9431万円増
　国の地方交付税増額確保措置
により増加しました。
▶国県支出金　3億3197万円増
　定額給付金、白水児童センター
整備により増加しました。
▶地方譲与税等　8719万円減
▶市債　9510万円減
　西鉄春日原駅周辺整備に伴う
市債、臨時財政対策債が減少し
ました。
▶その他　8億7176万円減
　純繰越金が減少しました。

（　）内は平成 19年度

※　「実質収支（純黒字額）」は、「差引額」から翌年度に繰り越して使うことが決まっている財源を引いた額です。

2億8415万円（    3億2631万円）

7億3283万円（    3億8666万円）

255億6803万円（262億1302万円）

歳入額 263億86万円（265億9968万円）

歳出額

差引額

実質収支額（純黒字額）※

　平成 20年度の春日市の財政は、歳入において地方交付税や国県支出金の増加が見られたものの、地方譲与税
や各種交付金、繰越金などの減少により、総額は前年度を下回りました。歳出においては、第 4次総合計画の
将来像の実現に向けた実施計画などを考慮し、福祉、教育、環境など変革する時代の市民ニーズに応じた効率的、
効果的な執行に努めてきました。
　その結果、平成 20年度においては、2億 8415 万円の黒字となりました。

　目的別分類では、「どのような目的のために経費が支出されたか」が分かります。

家計
簿

春日市の

市が自主的に調達できるお金
152 億 9865 万円
58.2％

自主財源
国や県からの
交付金や借入金など
110 億 221 万円
41.8％

依存財源
個人・法人市民税、
固定資産税など
121 億 1514 万円
46.0％

市税

使用料・手数料など
市営住宅の家賃や保育料、公共施設の
賃料など
10 億 9519 万円　4.2％

その他
前年度からの繰越金や他会計
からの繰入金など
14 億 2747 万円　5.4％

諸収入
県受託事業費や各種教室受講費など
6 億 6085 万円　2.5％

地方交付税
全国どこでも必要最小限の
行政サービスが受けられるよう、
国が交付するお金
36 億 7842 万円
14.0％

国県支出金
特定の事業のために
国や県が交付するお金
46 億 5558 万円
17.7％

地方譲与税等
国や県が徴収した税金の
一部を市に分配するもの
14 億 3771 万円
5.5％

市債
大きな事業を行うための
借入金
12 億 3050 万円
4.7％

市の行政運営の基本的な経費を網羅した会計です。



歳出（性質別）
255億6803万円

民生費
37.3％

公債費
15.5％

教育費
12.3％

総務費
10.9％

衛生費
9.8％

土木費
7.9％

その他
6.3％

区分 目的 歳出額 対前年度増減額 伸び率
民生費 子どもや高齢者、障害者などの福祉の向上のために 95億3254万円 ▲5885万円 ▲0.6％
公債費 長期借入金の返済のために 39億5501万円 ▲373万円 ▲0.1％
教育費 教育や文化、スポーツ振興のために 31億4469万円 ▲1億8690万円 ▲5.6％
総務費 行政運営や戸籍、徴収のために 27億8782万円 3億9605万円 16.6％
衛生費 健康づくりやごみ処理などのために 25億1774万円 3011万円 1.2％
土木費 道路や公園などの建設や補修のために 20億2373万円 ▲7億9653万円 ▲28.2％
その他 議会や消防、産業振興のために 16億  650万円 ▲2517万円 ▲1.5％

合計 255億6803万円 6億4502万円 ▲2.5％

■構成比
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平成20年度 決算

歳出を目的別にみると…

　歳出全体では、平成19年度に比べて
2.5％（6億4499万円）の減額となりま
した。
　なお、性質別分類では、「どのような
用途にいくらの経費が支出されたか」
が分かります。
主な増減内容（金額は対前年度比）
▶義務的経費　3億69万円増
　主な増加の要因は、扶助費では生
活扶助などの受給者の増加、人件費
では退職手当の増加などです。
▶投資的経費　4億7310万円減
　主な減少の要因は、春日原小学校
屋内運動場等整備事業の終了、春日
原駅周辺整備事業の縮小などによる
ものです。
▶その他　4億7259万円減
　主な減少な要因は、ごみ収集運搬
費および焼却処理費の減少、国民健
康保険や老人保健医療などへの繰出
金の減少などによるものです。

主要な事業例（金額は平成20年度分）
▶民生費
白水児童センター整備事業　3億1641万円
▶教育費
塚原台地区公民館建設事業　8553万円
春日原小学校校舎増築事業　2億8486万円
▶土木費
小倉紅葉ヶ丘線整備事業　1億7584万円
▶その他
中小企業融資金保証料補助金事業　9141万円

　目的別分類では、「どのような目的のために経費が支出されたか」が分かります。

99 億円
38.7％

その他経費 毎年必ず支出が必要となる
固定的な経費
139 億 6631 万円
54.6％

義務的経費

将来に残るものに
支出する経費
17 億 172 万円
6.7％

投資的経費 生活保護費や児童手当、
障害者への給付費など
53 億 3375 万円
20.8％

扶助費

人件費
職員給与や議員報酬など
46 億 7756 万円
18.3％

公債費
借入金の返済
39 億 5500 万円
15.5％

普通建設事業費
道路や学校などの
建設費など
17 億 172 万円
6.7％

補助費など
各種団体などへの補助
金や負担金など
41 億 477 万円
16.1％

物件費
光熱水費や施設の維持
管理、事務用品購入費
など
29 億 6344 万円
11.6％

その他
維持補修費や積立金、
他会計繰出金など
28 億 3179 万円
11.0％



一部事務組合
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※　下水道事業会計の資本的収支の赤字分は、内部資金で補てんしています。

平成20年度医療保険改革に伴う増減額
▶国民健康保険事業　　　　3億4626万円減
▶老人保健医療事業　　　　6億5921万円減
▶後期高齢者医療保険事業　1億4861万円増

特別会計への繰出金
　一般会計で負担すべき経費や財源不足の補てんのため
に、一般会計から資金の繰り出しを行いました。

　一部事務組合は、市単独で行うよりも、複数の市町村で実施する方が効率的、効果的な事務について広域処理
するために設置されています。春日市が負担金を支出している一部事務組合の決算収支の状況は表のとおりで
す。

会計区分 歳入総額
❶

歳出総額
❷

差引額
❶−❷

春日大野城衛生施設組合 ８億8811万円 7億9600万円 9211万円

春日・大野城・那珂川消防組合 21億3819万円 21億1038万円 2781万円

筑紫野・春日・筑前筑慈苑施設組合 3億7048万円 3億6279万円 769万円

福岡県自治振興組合 1億8475万円 1億8406万円 69万円

福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合 9711万円 9577万円 134万円

筑紫自治振興組合 4819万円 4361万円 458万円

福岡都市圏南部環境事業組合 2億1518万円 1億8860万円 2658万円

福岡県後期高齢者医療広域連合 36億3176万円 35億2516万円 1億660万円

会計区分 歳入（収入）
❶

歳出（支出）
❷

差引額
❶−❷

一般会計からの
繰出金

国民健康保険事業特別会計
　国民健康保険の運営のための会計 91億5164万円 89億6913万円 1億8251万円 8億5527万円

老人保健医療事業特別会計
　老人医療の運営のための会計 8億4093万円 8億3728万円 365万円 4731万円

後期高齢者医療事業特別会計
　後期高齢者医療の運営のための会計 8億2307万円 7億8582万円 3725万円 1億4861万円

介護保険事業特別会計
　介護保険の運営のための会計 39億9631万円 39億1871万円 7760万円 5億9863万円

土地取得事業特別会計
　公共用地先行取得事業のための会計 312万円 311万円 1万円 311万円

下水道事業会計
　下水道の管理・運営のための会計

収益的
収支 23億4946万円 19億6766万円 3億8180万円

5億6072万円
資本的
収支 21億4954万円 28億8388万円 ▲7億3434万円

特別会計 特定の事業を行うため一般の歳入歳出と区分して処理するものです。
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平成20年度 決算

　今後も歳入の確保に努めるとともに、歳出
については経常的経費の見直しを行い、安定
的な財政運営を図ります。 問い合わせ先　財政課　 （584）1111　 （584）1145

経常特定財源
経常一般財源等収入

①

経常特定財源充当分
経常経費充当一般財源

②

経常的収入 臨時的収入

経常的経費 臨時的経費

経常収支比率＝②÷①×100（％）

歳
　
入

歳
　
出

市債

　市債は、道路や公共施設などをつくるために借り
入れた借金です。
　一般会計における市債の発行額と残高の推移は次
のとおりです。

基金

　基金は、 特定の目的のために資金の積み立て（運
用）などを行う資金です。近年は、歳入不足を補うた
め、その一部を取り崩して活用しています。

0
50
100
150
200
250
300
350
400

16 17 18 19 20 年度

億円
358.0 355.8 341.0 322.8 303.0

48.8 32.1 14.2 13.3 12.3

市債残高
市債発行額

0
10
20
30
40
50
60
70
80

48.9

15.5

47.1 43.5

13.1 11.5

その他
財政調整基金

億円

依然厳しい財政運営　経常収支比率 101.1％（平成 19 年度　101.2％）

　春日市の経常収支比率は、前年度から0.1％改善し
たものの、2年連続で100％を超えました。
　春日市の財政は、依然として投資的な経費などに
充当できる一般財源に余裕がない状態です。

60

80

100

120

78.2 81.4 83.4 85.4 86.5
91.6

93.9 96.0
101.2 101.1

86.3 86.7 86.0 88.8 88.4
93.5

90.8 91.7 94.1

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 年度

％

春日市
類似団体

　歳入面では、地方交付税などの増加で経
常一般財源等収入の総額（①）は前年度を上
回りました。一方、歳出面では、扶助費や人
件費などは増加しましたが、補助費などや
繰出金の減少により、経常経費充当一般財
源の総額（②）は、ほぼ横ばいでした。
　その結果、前年度と比べると経常収支比
率は、やや改善しました。

主な要因分析

※　類似団体とは、全国の市の中で春日市と人口と産業構造が
類似した団体を指します。（平成 19 年度は速報値、平成 20
年度は未公表）

春日市の財政状況
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（１）職員数　430人（うち女性146人）　　　　　　　　　
（平成21年4月1日現在）

１　職員の任免と職員数の状況

　春日市の職員数や給与の状況、勤務条件など、
人事行政の運営などの状況をお知らせします。

春日市は、民間委託などの行政改革に積極的に取り組んできた結果、
少数の職員で効率的な行政運営を行っていることが特徴です。

任命権者別職員数	

注　普通会計の職員数は、特別職（市長、副市長）およ

び公営企業等会計部門の職員（下水道・国民健康保険・

老人保健医療・介護保険・後期高齢者医療の業務に従

事する職員）を除くすべての職員の人数です。

職種
（採用職種）

平成20年度 平成21年度

採用者数 退職者数 採用者数

一般事務 11（3）人 		20（1）人 14（7）人

保健師 − 1（1）人 2（2）人

保育士 − 		6（6）人 −

技能労務職 − 		4（4）人 −

合計 11（3）人 31（12）人 16（9）人

（２）採用者数と退職者数

※　（　）内は、女性の人数の内書き

春日市 Ａ市 Ｂ市 Ｃ市 Ｄ市

3.7人 4.1人 4.4人 4.5人 5.8人

※　人口に対する職員数（普通会計）は、春日市が全
国の市町村で最少となっています。

近隣他市との職員数比較
普通会計における人口千人当たりの職員数	

２　職員の給与の状況

（注）1. 職員の給与とは、給料と諸手当の合計額です。

2. 給料は、職務の種類と内容、職責に応じて条例で定

められた給料表に基づく額が支給されます。

3. 手当は、扶養手当、通勤手当、期末手当、勤勉手当な

ど、該当する職員に条例で定められた算定方法に基

づく額が支給されます。

※　平均給与月額には、諸手当のうち期末手当およ

び勤勉手当は含まれません。

区分 一般行政職 技能労務職

初任給
大卒 17万2200円 ー

高卒 14万4500円 14万1900円

平均年齢 41.7歳 55.6歳

平均給料月額 33万185円 39万4223円

平均給与月額 40万1447円 42万5175円

	

職員の給与の状況（平成21年度）

　平成 20年度の退職者31人の補充として、平成21年度

に 16人を採用しました。

総務省自治行政局「類似団体別職員数の状況（平
成20年4月1日現在）」から作成

区分　
職員数 対前年

増減数平成20年度 平成21年度

議会事務局 6人 6人 0人

市長事務部局 347人 341人 ▲ 6人

教育委員会事務局 86人 77人 ▲ 9人

選挙管理委員会事務局 2人 2人 0人

監査事務局 3人 3人 0人

農業委員会事務局 1人 1人 0人

合計 445人 430人 ▲ 15人

「平成21年地方公務員給与実態調査」から作成

お知らせします
春日市人事行政の運営などの状況

お知らせします
春日市人事行政の運営などの状況



7K A S U G A         C I T Y

（１）勤務時間（平成21年度）

３　職員の勤務時間、その他の勤務条件
①1週間の勤務時間　

　38時間45分（1日当たり7時間45分）

②勤務時間の割り振り

　基本的な勤務時間		午前8時30分から午後5時まで

　（休憩時間　午後0時15分から午後1時まで）

　※　施設などにおける変則勤務あり。

項目 平成19年度 平成20年度

職員一人あたりの
平均年次有給休暇取得日数 14.0 日 12.6 日

（２）休暇
　休暇には、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、介護休暇、

組合休暇があります（無給の休暇を含む）。

　懲戒処分とは、職員に職務上の義務違反や公務員として

ふさわしくない非行がある場合に、公務における規律と秩

序の維持を目的に行う不利益処分のことをいいます。

区分 休職 降任 免職 合計

人数 12人 1人 0人 13人

　分限処分とは、職員が疾病などのためにその職責を果た

せない場合などに、公務能率の維持およびその適正な運営

の確保を図るために行う不利益処分のことをいいます。

４　職員の分限および懲戒処分の状況
（１）分限処分（平成20年度） （２）懲戒処分（平成20年度）

区分 戒告 減給 停職 免職 合計

人数 2人 0人 1人 0人 3人

　職員には、地方公務員法により、法令および上司の職務上

の命令に従う義務、信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、

職務に専念する義務、政治的行為の制限、争議行為の禁止、

営利企業などの従事制限など、服務上の義務などが課せら

れています。

５　職員の服務の状況
（１）服務上の義務など

（３）営利企業などの従事の許可状況（平成20年度）

　職員の職務に専念する義務の特例に関する条例により、

研修を受ける場合、厚生に関する計画の実施に参加する場

合などに職務に専念する義務が免除されることがありま

す。

（２）職務に専念する義務の免除の状況（平成20年度）

項目 平成19年度 平成20年度

職務に専念する義務の免除 225件 205件

項目 平成19年度 平成20年度

育児休業取得者数
男性 0人 0人

女性 11人 12人

（３）育児休業

　職員は、営利企業の役員になったり、 報酬を得て事業や

事務に従事したりすることはできません。

　ただし、職務の遂行に支障や影響がなく、地方公務員とし

ての信用を傷つけるおそれがない場合は、許可されること

があります。　

項目 平成19年度 平成20年度

営利企業などの従事の許可 6件 4件

※　変則勤務の職場などを除く。

お知らせします　春日市人事行政の運営などの状況

7
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　職員の共済制度は、福岡県市町村職員共済組合に加入し、

共済組合が短期給付（医療）、長期給付（年金）、福祉事業（健

康保持増進事業、貸付事業など）を行っています。

　職員は、全体の奉仕者という立場から労働基本権の一部

が制限されています。このため、中立的な機関である公平

委員会に対して、身分上および経済上の権利・利益の保護を

求めることができるようになっています。

　平成20年度については、適正な勤務条件の確保に関する

「勤務条件に関する措置要求」、および身分保障を確実にす

るための「不利益処分に関する不服申立て」はありませんで

した。

　

　

　職員が、公務中または通勤中に被災した場合は、その災害

によって受けた傷病について治療費などが補償されます。

（１）職員の研修の状況（平成20年度）

６　職員の研修の状況・勤務成績の評定の状況

区分 主な内容・派遣先 コース・回数 受講人数

自主開催研修 管理職（評価者）研修、文書事務研修など 7コース（17回） 261人

派遣研修 福岡県市町村職員研修所、市町村職員中央研修所など 92コース（92回） 155人

合計 99コース（109回） 416人

（２）勤務成績の評定の状況

　職員の日常の仕事ぶりや勤務態度を通じて、勤務成績を評価し、昇任や配置などの人事管理に活用しています。

　また、平成20年度は、組織の業績向上と人材育成を目的とする新たな人事評価制度の試行に取り組みました。

　総事業費　346万9千円

７　職員の福祉などの状況
　地方公務員法の規定に基づき、職員の保健、元気回復その

ほか厚生に関する事項を計画的に実施しています。

　職員互助会は、会員の福利厚生に関する事業の実施や相

互扶助、親睦を図ることを目的としており、会員の掛金と市

助成金で運営しています。

主な事業　①福利厚生事業②慶弔給付事業③貸付事業

区分 平成20年度決算 平成21年度予算

会員の掛金 907万5千円 870万7千円

市の助成金 926万5千円 870万7千円

（５）公務災害・通勤災害の状況（平成20年度）　職員の健康を確保するため、健康診断を実施しています。

平成20年度受診者数 423人

区分 件数

公務災害 1件

通勤災害 1件

　問い合わせ先　総務課人事担当
　　 （584）1111　 （584）1145
　　 http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

（１）職員互助会

（２）職員の健康管理

（４）公平委員会の状況

（３）共済制度

予算、決算の状況

お知らせします　春日市人事行政の運営などの状況
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火
災
を
防
ぐ
３
つ
の
習
慣

①
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、必
ず
火
を
消
す

　
て
ん
ぷ
ら
油
は
加
熱
し
続
け

る
と
15
〜
20
分
で
発
火
し
ま

す
。コ
ン
ロ
使
用
中
の
訪
問
応

対
や
長
電
話
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

②
寝
タ
バ
コ
は
絶
対
や
め
る

　
寝
タ
バ
コ
は
火
災
の
原
因
の

第
３
位
で
す
。ベ
ッ
ド
や
布
団

で
の
喫
煙
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

③
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
物
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

　
洗
濯
物
が
乾
き
に
く
い
な
ど

の
理
由
で
衣
類
を
室
内
に
干
す

と
き
は
、火
の
元
か
ら
離
れ
た

場
所
に
干
し
ま
し
ょ
う
。 

命
を
守
る
４
つ
の
対
策

①
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
　

平
成
21
年
６
月
１
日
か
ら
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。ま

だ
設
置
し
て
い
な
い
人
は
、早

急
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

②「
防
炎
品
」を
使
用
す
る

　
寝
具
、衣
類
、カ
ー
テ
ン
へ
の

燃
え
移
り
を
防
ぐ
た
め
に
、燃

　
冬
は
乾
燥
し
や
す
い
気
候
の
た
め
、特
に
火
災

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
自
分
の
、そ
し
て
家
族
の
命
を
守
る
た
め
、火
災

の
発
生
を
防
ぐ
習
慣
を
身
に
付
け
、対
策
を
考
え

ま
し
ょ
う
。ま
た
、万
が
一
発
生
し
て
し
ま
っ
た
と

き
の
対
処
法
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

え
に
く
い
素
材
の
も
の
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

③
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す

る
　
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、台
所
な
ど
の
火
を
使

う
場
所
で
、す
ぐ
に
手
が
届
く

場
所
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、耐
用
年
数
を
過
ぎ
た

消
火
器
に
よ
る
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。古
い
消
火
器
は
業

者
に
依
頼
し
て
回
収
し
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

④
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

　
不
審
火
か
ら
住
居
や
身
を
守

る
た
め
、ま
た
高
齢
者
や
体
の

不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、

普
段
か
ら
近
所
の
人
と
協
力
し

合
え
る
関
係
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

初
期
消
火
活
動
の
３
原
則

①
早
く
知
ら
せ
る

　
「
火
事
だ
！
」と
大
声
を
出
し

て
、隣
近
所
に
知
ら
せ
、た
だ
ち

に
１
１
９
番
通
報
し
ま
し
ょ

う
。

②
早
く
消
火
す
る

　
出
火
か
ら
３
分
以
内
が
自
分

で
消
火
で
き
る
限
界
で
す
。消

火
器
だ
け
で
な
く
、毛
布
、濡
ら

し
た
タ
オ
ル
な
ど
身
近
な
物
を

利
用
し
て
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

③
早
く
逃
げ
る

　
天
井
ま
で
火
が
燃
え
上
が
っ

た
ら
、自
分
で
の
消
火
は
あ
き

ら
め
、す
ぐ
に
避
難
し
ま
し
ょ

う
。そ
の
際
、子
ど
も
や
高
齢
者

な
ど
を
優
先
し
て
避
難
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

平成20年中の火災の出火原因
総務省消防庁発行「消防の動き」から

放火（疑いを含む）
20.6％

コンロ
10.6％

寝たばこ
10.6％

たき火
5.8％

火遊び
3.5％

ストーブ
3.2％

火入れ
2.9％

その他
32.3％

不明・調査中
11.6％

　火災をはじめ、地震や風水害
から地域を守る存在の消防団。
普段は仕事を持ちながら、いざ
というときには真っ先に災害現
場に駆けつけ、地域の安心と安
全を守ります。
　ボランティア活動をしたいと
思っている人、地域のために何
かできることを探している人を
春日市消防団では募集していま
す。
　消防団に興味のある人は、市
道路防災課に問い合わせてくだ
さい。

火
災
に
注
意

災害から地域を守る

消防団

問
い
合
わ
せ
先　

道
路
防
災
課 
消
防
防
災
担
当

（
５
８
４
）
１
１
１
１

（
５
８
４
）
１
１
４
３



public infomation from KASUGA city
市からの

お知らせ
　「市からのお知らせ」をはじめ、市報に掲載した記事は、市報の
発行日（毎月1日と15日）以降、市ホームページの「お知らせ」にも
載せます。
　そのほか、市報に掲載していない情報もありますので、ぜひ利
用してください。
市ホームページアドレス　http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

K A S U G A         C I T Y10

厚
生
労
働
省
が
行
っ
た
臨
床
試
験
の

結
果
、こ
れ
ま
で
２
回
接
種
と
さ

れ
て
い
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
の
優
先
接
種
対
象
者
の
う
ち
、「
妊
婦
」、

「
高
齢
者
」、「
１
歳
未
満
の
小
児
の
保
護

者
」、「
基
礎
疾
患
を
有
す
る
人（
19
歳
以

上
）」は
、原
則
１
回
接
種
に
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、基
礎
疾
患
を
有
す
る
人
で
免
疫

反
応
が
抑
制
さ
れ
た
人
は
、医
師
と
相
談

し
た
上
で
接
種
を
２
回
受
け
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、「
中
学
生
・
高
校
生
」に
つ
い
て

は
、そ
の
ま
ま
２
回
接
種
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、臨
床
試
験
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、12

月
中
に
接
種
の
回
数
が
変
更
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

実
施
医
療
機
関
が
追
加
さ
れ
ま
し
た

　

市
報
11
月
15
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

実
施
医
療
機
関
に
、次
の
医
療
機
関
が
新

た
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

医
療
機
関
名　
永
尾
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
５
９
１
）１
１
２
３

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
接種の回数が変わりました

新型インフルエンザワクチン

健康課 健康増進担当　 （501）1134 （501）0051

国
民
健
康
保
険（
国
保
）に
加
入

し
て
い
る
人
の
う
ち
、次
の

す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す
る
人
と
そ

の
家
族（
被
扶
養
者
）は
、退
職
者
医

療
制
度
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
は
、必
ず
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

要
件

▽
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
年
金
な
ど

の
受
給
資
格
が
あ
り
、そ
の
加
入

期
間
が
20
年
以
上
、ま
た
は
40
歳

以
降
の
加
入
期
間
が
10
年
以
上
あ

る
こ
と

▽
65
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

届
出
に
必
要
な
も
の　

▽
国
保
保
険
証

▽
限
度
額
適
用
認
定
証（
交
付
を
受

け
て
い
る
人
の
み
）

▽
年
金
証
書

▽
印
鑑

届
け
先　
国
保
年
金
課
国
保
担
当

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
退職者医療制度への加入届け出を

年金証書を受け取ったら

国保年金課 国保担当　 （584）1111 （584）1141

優
先
対
象

医療従事者

妊婦

基礎疾患（最優先）

基礎疾患（その他）

1歳～小学３年生

1歳未満児などの保護者

小学4～6年生

中学生、高校生、高齢者に順次

時
期

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

基礎疾患（1歳～小学3年生相当）

10/23～

11/2～

11/16～

11/16～

基礎疾患（その他）以降の接種開始時期については、決定次第、ホームページなどでお知らせします。

12月3日～

12月3日～

12月16日～

1月上旬～

12月16日～

※　新型インフルエンザワクチンは、国の製造計画に基づき、都道府県
に供給されます。このため、医療機関に配給されるワクチンは限定的な
数量となり、多くの人が接種を希望しても、製造が追いつかず、すぐに
接種できない場合があります。
　　なお、受託医療機関においては、優先接種順位に基づき、「基礎疾患
を有する人」の接種が優先されます。健常な人については、ご理解をお
願いします。

■新型インフルエンザワクチン接種スケジュール
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市
は
、平
成
23
年
度
を
初
年
度
と
す

る
、ま
ち
づ
く
り
の
指
針
や
目
標

を
定
め
た「
第
５
次
春
日
市
総
合
計
画
」の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
っ
て
、

計
画
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
す「
基
本

構
想
」の
原
案
を
公
表
し
ま
す
の
で
、皆
さ

ん
の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、こ
の
原
案
は
、今
年
１
月
に
実
施

し
た
市
民
意
識
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て

作
成
し
た
も
の
で
す
。

公
表・
意
見
提
出
期
間　

12
月
21
日
㈪
〜

平
成
22
年
１
月
15
日
㈮

計
画
案
公
表
場
所

▽
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
２
階
）

▽
行
政
管
理
課
窓
口（
市
役
所
５
階
）

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
提
出
方
法　

住
所
、氏
名（
団
体
名
）

を
明
記
し
、期
間
内
に
郵
便（
必

着
）、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で

送
る
か
、直
接
窓
口
に
提
出
す
る

※　

提
出
さ
れ
た
意
見
は
、基
本
構
想
策

定
に
お
け
る
検
討
材
料
と
し
、原
案
へ

の
反
映
内
容
を
、後
日
公
表
す
る
予
定

で
す
。

提
出
先　
行
政
管
理
課
企
画
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
４
５

kikaku@
city.kasuga.fukuoka.jp

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
第５次春日市総合計画基本構想（原案）

意見を募集します

行政管理課 企画担当　 （584）1111 （584）1145

20
歳
の
門
出
を
祝
う
成
人
式
を
行
い

ま
す
。

　

当
日
は
式
典
の
ほ
か
、成
人
式
実
行
委
員

が
企
画
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
大
声
大
会

や
お
楽
し
み
抽
選
会
も
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※　

対
象
者
で
春
日
市
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
人
に
は
、案
内
状
を
12
月
中
旬
に
送

り
ま
す
。

な
お
、春
日
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

な
い
新
成
人
の
人
も
出
席
で
き
ま
す
。

日
時　
平
成
22
年
１
月
11
日
㈪

午
前
10
時
〜
正
午
ご
ろ（
開
場
は
午

前
９
時
30
分
か
ら
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ス
プ
リ
ン

グ
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

※ 　

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
春日市成人式

成人おめでとう

社会教育課 社会教育担当　 （575）4121 （593）7380

一時停止します
公的個人認証サービス
　公的個人認証サービスセンターのシス
テム更改に伴い、窓口での電子証明書の
発行、失効、有効期間満了に伴う更新手
続が一時的にできなくなります。年末に
これらのサービスを受けようしている人
は、注意してください。
日時　12月28日㈪　
午前8時30分〜午後5時

※　12月29日㈫から1月3日㈰までは、
市役所（西出張所を含む）は休みです。

問い合わせ先　市民課受付戸籍担当　　
　　 （584）1111　 （584）1141

母
子
家
庭
や
寡
婦
の
生
活
の
安
定
と
、

そ
の
子
ど
も
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

た
め
、各
種
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

就
学
支
度
資
金（
入
学
金
な
ど
）、修
学
資

金（
授
業
料
）、技
能
習
得
資
金
な
ど
12
種
類

の
資
金
が
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、貸
付
対
象
要

件
と
し
て
所
得
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
の

で
、詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※　

就
学
支
度
資
金
と
修
学
資
金
を
主
と
す

る
貸
付
説
明
会
を
、来
年
１
月
中
旬
に
行

う
予
定（
詳
細
は
市
報
１
月
１
日
号
に
掲

載
）で
す
。気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
母子寡婦福祉資金制度

知っていますか

こども未来課 母子児童担当　 （584）1111 （584）1115

年末年始
ごみの収集などを休みます

○ごみ収集休み
　12月31日㈭〜1月3日㈰
※　31日㈭の燃えるごみのみ、30日㈬に振替
収集します。

○し尿収集休み
　12月29日㈫正午〜1月4日㈪
○自己搬入休み
　▷春日大野城リサイクルプラザ
　　12月30日㈬〜1月3日㈰　
　▷クリーンパーク南部
　　12月31日㈭午後3時〜1月3日㈰
問い合わせ先　ごみ減量推進課　　
　　 （584）1111　 （584）1147
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〜まちの話題や人の紹介〜

　11月14日、春日まちづくり支援センター「ぶどうの庭」
で、「ぶどうの庭であい祭」が行われました。
　普段から市民にまちづくりへの感心を高めてもらおうと
さまざまな催しを行っている同センター。この日のであい
祭では、市内のさまざまな団体が活動発表や作品販売など
を行い、市民との交流を深めました。また、今年も九州場所
のためにぶどうの庭を宿舎・けいこ場としている芝田山部
屋の力士も参加。来場者が積極的に記念撮影をお願いする
場面があちらこちらで見られました。

芝田山部屋の力士も参加

ぶどうの庭であい祭

市内のすごい人・おすすめの場所を紹介

お宝文化人・文化百選PR展

　11月７日、ふれあい文化センターで「春日市のお宝
文化人・文化百選PR展」を行いました。この催しは、現
在第2次募集を行っている本事業のPRを兼ね、平成18
年度に「お宝文化人」として登録された33人の人と、
「お宝文化百選」として登録された86件の場所を、市民
の皆さんに広く知ってもらおうと行ったものです。
　当日の展示コーナーでは、お宝文化人の力作が来場
者の目を楽しませており、実演や体験コーナーでは、子
どもから大人までが体験を通して交流を深めていまし
た。また、お宝文化人による演芸も行われ、市民がさま
ざまな文化に触れる貴重な機会となったようです。

「男女が共に活き活きと輝く社会へ」

男女共同参画フェスタ2009

　11月15日、ふれあい文化センターで「かすが男女共
同参画フェスタ」を行いました。
　男女共同参画社会の実現を目指して毎年行ってい
るこの催し。式典後は、逆境や困難な状況の中、情熱を
もってあきらめず闘う実在の女性を描いた映画「エリ
ン・ブロコビッチ」を上映しました。
　そのほかにも、男女共同参画⃝×クイズやハーモニ
カ演奏、キッズダンス、バザー、パネル展などを行い、多
くの来場者でにぎわいました。
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　11月14日、春日市国際交流協会と春日市教育委員会の共催
で、春日市中学生英語暗唱大会が市役所大会議室で行われまし
た。
　この大会は、子どもたちに英語に対する感心を深めてもらお
うと、市内に居住する中学生を対象に3年前から行っています。
　今年は予選を含めて52人が参加。中学生はそれぞれ身振り手
振りを交えて、流ちょうな英語を披露しました。
　大会の成績は次のとおりです。

壇上で練習の成果を披露

第４回春日市中学生英語暗唱大会

　11月18日、大野城市総合福祉セ
ンターで、筑紫地区少年愛護連盟に
よる「平成21年度善行者表彰式」が
行われました。
　この表彰式は、他の模範となる行
動をとった筑紫地区の小・中学生を
表彰するもので、春日市からは次の
8人と1団体が表彰されました。

市内の被表彰者は8人、1団体

善行者表彰式

市内の被表彰者（敬称略）と功績

▶西
にしむら

村天
てんぺい

兵（春日西小1年）
　スーパーで財布を拾い、母親と一緒に店員に届けた。

▶杉
す ぎ た

田紫
し お ん

音（日の出小1年）▶村
むらかみ

上 舞
まい
（同小3年）▶杉

す ぎ た
田

華
か の ん

音（同小3年）▶森
もり

 晴
は る か

香（同小3年）▶吉
よ し だ

田明
あ か り

香里（同
小3年）▶三

み う ら
浦莉

り り
理（須玖小3年）

　自転車で転倒した高齢者に素早く駆け寄り、荷物を
拾ったり、無事を気遣う声をかけたりした。

▶古
こ が

賀羽
は る か

瑠佳（日の出小2年）
　通学路に落ちているごみを、毎日かかさず拾って登
校している。

▶天神山小学校児童会（代表：6年前
まえはら
原紅

く み は
実葉、宮

みやざき
崎

流
る か
華）
　世界の恵まれない子どもたちに対して、ワクチンを
送る活動に取り組んでいる。

1年生
金賞：髙

たかお
尾恭
きょうへい
平（春日西中）

銀賞：爲
ためもと
本智

とも え
惠（春日東中）

銅賞：岡
おかだ
田穂

ほ の か
乃加（春日北中）

2年生
金賞：河

こうの
野美

み ゆ き
由貴（春日中）

銀賞：日
ひ の
野禮

れい こ
子（福岡女学院中）

銅賞：伊
いとう
東亜

あ い み
衣美（春日北中）

3年生
金賞：吉

よしむら
村朋

とも か
華（春日野中）

銀賞：髙
たかみや
宮万

ま り
莉（春日北中）

銅賞：松
まつだ
田恵

え み り
美里（春日東中）

各学年の上位入賞者（敬称略）
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市
民
温
水
プ
ー
ル

水
泳
教
室
参
加
者
募
集

初
心
者
ク
ロ
ー
ル

こ
れ
か
ら
水
泳
を
始
め
た
い
人

か
ら
25
ｍ
泳
ぐ
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
る
人
を
対
象
と
し
、基
礎
的
な
ク

ロ
ー
ル
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
教
室
で
す
。

日
程　

平
成
22
年
１
月
21
日
〜
２
月

25
日
の
毎
週
木
曜
日（
祝
日

を
除
く
・
計
５
回
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

定
員　

10
人（
申
込
先
着
順
）

プ
ー
ル
サ
イ
ド
コ
ア
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

お
腹
周
り
の
引
き
締
め
や
ボ

デ
ィ
バ
ラ
ン
ス
の
維
持
の
た
め
の
筋

肉
運
動
・
体
操
・
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い

ま
す
。

日
程　

平
成
22
年
１
月
23
日
〜
２
月

20
日
の
毎
週
土
曜
日（
計
５

回
）

春日市役所
☎（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

午
前
10
時
〜
11
時

定
員　

８
人（
申
込
先
着
順
）

参
加
費　

各
６
３
０
０
円（
施
設
利
用

料
を
含
む
）

※　

入
会
特
典
と
し
て
、参
加
者
は

レ
ッ
ス
ン
会
員
入
会
時
の
登
録
料
が

無
料
に
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ザ
オ
バ
九
州

（
９
１
５
）３
５
０
０

（
９
１
５
）１
０
０
５

い
き
い
き
ル
ー
ム

会
員
登
録
説
明
会

　

同
ル
ー
ム
は
、運
動
機
器
を
利
用
し

て
自
分
に
合
っ
た
運
動
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
施
設
で
す
。運
動
を
初
め
て
行

う
人
や
、体
力
に
自
信
が
な
い
高
齢
者

も
、無
理
な
く
運
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

利
用
す
る
に
は
、会
員
登
録
説
明
会

の
受
講
が
必
要
で
す
。

対
象　

い
き
い
き
ル
ー
ム
会
員
証
を

持
っ
て
い
な
い
人

日
時　

月
〜
土
曜
日（
祝
日
を
除
く
）の

約
１
時
間
程
度

内
容　

会
員
登
録
手
続
き
、利
用
方
法

な
ど
の
説
明
、運
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
個
別
ア
ド
バ
イ
ス
、ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
な
ど

※　

説
明
会
終
了
後
は
、ル
ー
ム
内
で

引
き
続
き
運
動
を
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す（
１
時
間
ま
で
）。

利
用
料（
登
録
料
含
む
）　

▽
65
歳
未
満　

一
回
３
５
０
円

▽
65
歳
以
上　

一
回
２
５
０
円

持
っ
て
く
る
も
の　

上
ぐ
つ
、運
動
し

や
す
い
服
装
、タ
オ
ル
、飲
み
物

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
で
予
約

す
る

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
ル
ー

ム（
昇
町
１
ー
１
２
０
い
き
い

き
プ
ラ
ザ
３
階
）

（
５
０
１
）１
１
６
２

（
５
０
１
）０
０
５
１

個
人
輸
入
の
や
せ
薬
に

ご
注
意
！

　
「
ホ
ス
ピ
タ
ル
ダ
イ
エ
ッ
ト
」な
ど
と

称
さ
れ
る
タ
イ
製
の
や
せ
薬
に
つ
い
て

は
、こ
れ
ま
で
、死
亡
事
例
を
含
む
重
篤

な
健
康
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、こ
の
よ
う
な
製
品
を
入
手

し
て
服
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、服
用
に
よ
り
体
調
異
常
が
現

れ
た
場
合
に
は
、直
ち
に
服
用
を
中
止

し
、医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
と
も
に
、

最
寄
り
の
保
健
所
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
保
健
福
祉
環
境

事
務
所

（
５
１
３
）５
６
１
０

（
５
１
３
）５
５
９
８

介
護
予
防
運
動
ス
タ
ジ
オ

参
加
者
募
集

　

体
力
に
自
信
が
な
く
な
っ
て
き
た
65

歳
以
上
の
人
の
た
め
の
運
動
教
室
で

す
。

　

運
動
強
度
は
や
や
弱
め
で
、膝
・
腰
痛

が
あ
る
人
や
、高
血
圧
な
ど
の
疾
病
が

あ
る
人
で
も
安
心
し
て
参
加
で
き
ま

す
。

日
程　

平
成
22
年
１
月
18
日
〜
３
月
８

日
の
毎
週
月
曜
日（
計
８
日
）　

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階
多
目
的

ホ
ー
ル（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

内
容　

リ
ズ
ム
運
動
、チ
ュ
ー
ブ
運
動
、

ス
テ
ッ
プ
台
運
動
、腰
痛
と
膝

痛
改
善
体
操
な
ど

参
加
費　

一
回
２
５
０
円

定
員　

40
人

※　

初
め
て
参
加
す
る
人
を
優
先
し
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
方
法　

12
月
16
日
㈬
以
降
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

春
日
市
献
血
推
進
協
議
会

献
血
に
ご
協
力
を

　

治
療
に
必
要
な
血
液
は
、す
べ
て
献

血
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、血
液
は
長

期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

現
在
は
４
０
０
㎖
献
血
の
み
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、年
間
の
献
血
回
数
と
採
血
量

に
は
、限
り
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
28
日
㈪

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分
、１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会（
市
福
祉

計
画
課
内
）

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０
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シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

技
能
講
習

　

㈳
福
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
は
、働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者

の
た
め
に
技
能
講
習
を
行
い
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

60
〜
69
歳
の
求
職
中
の
人

※　

就
業
中
の
人
や
、過
去
１
年
間
に

同
連
合
会
主
催
の
講
習
を
受
講
し
た

人
を
除
き
ま
す
。

講
習
内
容　

事
務
補
助
講
習

日
時　

平
成
22
年
１
月
13
日
㈬
〜
22
日

㈮（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

第
７
岡
部
ビ
ル（
福
岡
市
博
多

区
博は

か
た
え
き
ま
え

多
駅
前
２
ー
20
ー
15
）

定
員　

25
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

１
月
５
日
㈫
ま
で
に
、市

福
祉
計
画
課（
市
役
所
１
階
）に

あ
る
申
込
用
紙
を
郵
送
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合
会

（
６
２
３
）５
６
５
６

（
６
２
３
）５
６
７
７

福
岡
財
務
支
局

多
重
債
務
無
料
相
談
窓
口

　

同
支
局
で
は
、自
ら
の
収
入
で
返
済

し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
悩
ん

で
い
る
人
の
相
談
に
応
じ
、必
要
に
応

じ
て
弁
護
士
、司
法
書
士
な
ど
の
専
門

家
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

　

電
話
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

日
時　

月
〜
金
曜
日（
年
末
年
始
・
祝
日

を
除
く
）

午
前
９
時
〜
正
午
、午
後
１
時

〜
５
時

場
所　

同
支
局（
福
岡
市
博
多
区
博は

か
た多

駅え
き
ひ
が
し
東
２
ー
11
ー
１
福
岡
合
同
庁

舎
本
館
４
階
）

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
支
局

（
４
１
１
）７
２
９
１

（
４
７
７
）２
２
５
５

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

　

母
子
家
庭
の
養
育
費
な
ど
に
関
す
る

法
律
相
談
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
日
時

▽
昼
間
の
相
談　

毎
月
第
１
水
曜
日　

午
後
１
時
〜
３
時

▽
夜
間
の
相
談

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分（
祝
日

を
除
く
）

場
所　

同
セ
ン
タ
ー
内（
原
町
３
ー

１
ー
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
６

階
）

定
員　

一
日
４
人（
申
込
先
着
順
）

相
談
時
間　

一
人
30
分

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
、電
話
で
予

約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

（
５
８
４
）３
９
２
２

（
５
８
４
）３
９
２
３

福
岡
県
立
福
岡
高
等
盲
学
校

生
徒
募
集

　

同
校
で
は
、次
の
学
科
の
平
成
22
年

度
入
学
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

視
覚
に
障
害
が
あ
る
人（
両
目
の
矯

正
視
力
が
０
．３
未
満
、視
野
狭
窄
な
ど

高
度
な
視
機
能
障
害
）は
、ぜ
ひ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

募
集
科

▽
高
等
部
本
科（
普
通
科
、生
活
技
能

科
、保
健
理
療
科
）

▽
専
攻
科（
保
健
理
療
科
、理
療
科
、研

修
科
）

募
集
期
間　

平
成
22
年
２
月
１
日
㈪
〜

12
日
㈮

選
考
期
日　

３
月
５
日
㈮

合
格
発
表　

３
月
17
日
㈬

問
い
合
わ
せ
先　

同
校（
筑
紫
野
市
大

字
牛う

し
じ
ま島
１
５
１
）

（
９
２
５
）３
０
５
３

（
９
２
５
）５
０
６
１

http://fukukom
o.fku.ed.jp

参
加
者
募
集

パ
パ
マ
マ
教
室

　

夫
婦
で
こ
れ
か
ら
の
出
産
や
育
児
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

妊
娠
経
過
が
順
調
で
、出
産
予

定
日
が
３
月
・
４
月
の
妊
婦
と

そ
の
夫

日
時　

平
成
22
年
１
月
16
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

▽
助
産
師
に
よ
る
話｢

お
産
の
仕
組
み

と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン｣

▽
育
児
実
技（
も
く
浴
実
習
な
ど
）

参
加
費　

一
組
４
０
０
円

定
員　

20
組（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　

12
月
25
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、夫
婦

の
氏
名
・
年
齢
、電
話
番
号
、出

産
予
定
日
を
書
い
て
送
る

※　

返
信
面
に
は
住
所
、氏
名
を
書
き
、

裏
面
は
白
紙
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課「
パ

パ
マ
マ
教
室
申
込
受
付
」係

（
〒
816
ー
０
８
５
１
昇
町
１
ー

１
２
０
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１
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日
時　

毎
週
木
曜
日

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

惣
利
公
民
館（
惣
利
３
ー

１
３
３
ー
１
）

対
象　

小
学
生
〜
大
人

会
費　

月
額
２
０
０
０
円（
毎
年
、別
途

年
会
費
３
０
０
０
円
が
必
要
）

※　

兄
弟
姉
妹
で
入
会
す
る
場
合
、２

人
目
以
降
の
会
費
は
月
額
１
０
０
０

円
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

稲い
ね
な
が永

（
５
９
５
）０
１
１
２

http://w
w
w
.csf.ne.jp/~dasso

7260

第
１
回
桧ひ

ば
る
ざ
く
ら
し
ょ
う

原
桜
賞

短
歌
募
集

　

福
岡
市
南
区
で
は
、道
路
拡
張
で
伐

採
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
桜
の
木
が
、住

民
と
行
政
の
心
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
に

よ
り
伐
採
か
ら
免
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

「
桧
原
桜
」に
ち
な
み
、「
さ
く
ら
」、「
心

と
心
の
ふ
れ
あ
い
」、「
い
た
わ
り
・
思
い

や
り
」、「
自
然
保
護
」な
ど
を
テ
ー
マ
に

し
た
短
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

優
秀
者
に
は
、一
般
の
部（
大
学
生
含

む
）、学
生
の
部（
小
中
高
生
）ご
と
に
表

彰
を
行
い
ま
す
。

応
募
方
法　

12
月
28
日
㈪（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、ハ
ガ
キ
に
短
歌（
３
首

日
本
遺
族
会

慰
霊
友
好
親
善
事
業
参
加
者
募
集

　

戦
没
者
遺
児
に
対
し
て
、次
の
戦
域

で
の
慰
霊
追
悼
と
現
地
の
人
た
ち
と
の

友
好
親
善
を
深
め
る
た
め
の
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

実
施
地
域　

ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

対
象　

実
施
地
域（
周
辺
の
公
海
上
を

含
む
）で
の
戦
没
者
の
遺
児

期
間　

平
成
22
年
２
月
13
日
㈯
〜
19
日

㈮（
７
日
間
）

参
加
費　

10
万
円

※　

参
加
費
の
ほ
か
に
、集
合
場
所
ま

で
の
交
通
費
な
ど
が
必
要
で
す
。

集
合
場
所　

東
京
都

定
員　

15
人（
申
込
多
数
の
場
合
選
考
）

申
込
期
限　

12
月
30
日
㈬

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
遺
族

連
合
会

（
７
６
１
）０
０
１
２

（
７
８
１
）２
０
５
６

カ
ナ
ダ
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

大
使
募
集

　

カ
ナ
ダ
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が

ら
、楽
し
い
学
校
交
流
や
環
境
保
護
研

修
を
通
し
て
多
文
化
を
理
解
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

対
象　

小
学
５
年
生
以
上
の
人（
成
人

可
）

※　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
は
、厳
選
さ
れ

た
家
庭
の
た
め
、英
語
が
不
十
分
で

も
心
温
ま
る
交
流
を
育
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。ま
た
、事
前
研
修
も
あ
り
ま

す
。

日
程　

平
成
22
年
３
月
27
日
㈯
〜
４
月

４
日
㈰

研
修
場
所　

バ
ン
ク
ー
バ
市
・
リ
ッ
チ

モ
ン
ド
市（
市
内
学
校
な
ど
）

費
用　

25
万
７
０
０
０
円（
別
途
燃
油

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
費
用
な
ど
が
必

要
）

※　

申
し
込
み
は
先
着
順
で
受
け
付
け

ま
す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

カ
ナ
ダ
友
好
協
会
事

務
局

（
９
３
４
）３
５
５
３

０
８
０（
３
４
９
１
）０
２
６
５

（
６
４
２
）４
６
０
１

canada@
m
ba.nifty.ne.jp

カ
ン
フ
ー
を
始
め
ま
せ
ん
か

嵩こ
う
ざ
ん山
少
林
拳
　
勝
龍
館
道
場

　
「
小
洪
拳
」な
ど
本
場
の
技
を
体
験
し

ま
せ
ん
か
。足
腰
の
鍛
錬
や
柔
軟
を
中

心
に
修
練
し
ま
す
。

　

見
学
や
体
験（
無
料
）を
希
望
す
る
人

は
、事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

春
日
道
場

日
時　

毎
週
火
・
土
曜
日

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

春
日
南
中
学
校（
大
土
居

３
ー
11
）

惣
利
道
場

以
内
で
自
作
未
発
表
の
も
の
）、

郵
便
番
号
、住
所
、氏
名（
ふ
り

が
な
）、年
齢
、職
業（
学
生
の
場

合
は
学
校
名
と
学
年
）、電
話
番

号
を
書
い
て
送
る（
Ｅ
メ
ー
ル

可
）

※　

詳
し
く
は
、同
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
み
る
か
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
市
南
区

役
所
企
画
振
興
課「
桧
原
桜
賞
」

事
務
局（
〒
815
ー
８
５
０
１（
住

所
不
要
））

（
５
５
９
）５
０
６
４

（
５
６
１
）５
３
６
０

kikaku.M
W
O
@
city.fukuoka.

lg.jp
http://w

w
w
.city.fukuoka.lg.jp/

m
inam

i/index.htm
l

福
岡
県
農
業
大
学
校

研
修
科
研
修
生
募
集

　

Ｕ
タ
ー
ン
な
ど
の
県
内
で
の
就
農
希

望
者
と
県
内
の
農
業
者
を
対
象
に
施
設

園
芸
の
栽
培
管
理
な
ど
の
研
修
を
行
い

ま
す
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当

す
る
人

①
県
内
の
農
業
者

②
県
内
に
居
住
し
農
業
を
志
す
人

③
県
内
で
の
就
農
を
希
望
す
る
人

※　

②
、③
に
該
当
す
る
人
は
、認
定
就

農
者
と
こ
れ
に
相
当
す
る
人
に
限
り

ま
す
。

募
集
コ
ー
ス　

野
菜
コ
ー
ス
、花
き

コ
ー
ス

※　

こ
の
ほ
か
の
コ
ー
ス
を
希
望
す
る

場
合
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

定
員　

両
コ
ー
ス
合
わ
せ
て
10
人
程
度

申
込
期
間　

平
成
22
年
１
月
４
日
㈪
〜

２
月
12
日
㈮

※　

応
募
方
法
や
研
修
内
容
な
ど
、詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
校（
筑
紫
野
市
大

字
吉よ

し
き木
７
６
７
）

（
９
２
５
）９
１
２
９

（
９
２
５
）２
４
１
１

「
審
判
員
」募
集

全
日
本
軟
式
野
球
春
日
支
部

　

同
支
部
で
は
、県
内
で
行
わ
れ
る
試

合
を
中
心
に
、さ
ま
ざ
ま
な
野
球
の
大

会
で
審
判
を
す
る
審
判
員
を
募
集
し
ま

す
。

　

応
募
者
に
は
必
要
に
応
じ
て
研
修
を

行
い
ま
す
の
で
、経
験
の
な
い
人
で
も

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

野
球
が
好
き
で
審
判
に
興
味
が

あ
る
人

問
い
合
わ
せ
先　

同
支
部　

中な
か
し
ま嶋

（
５
０
１
）２
５
３
１（

兼
用
）
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情報ひろば

県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

平
成
22
年
度
訓
練
生
募
集

　

受
験
料
、授
業
料
は
無
料
で
す
。た
だ

し
、入
校
時
に
教
科
書
代
な
ど
の
経
費

が
必
要
で
す
。

募
集
科
・
対
象
・
定
員

自
動
車
整
備
科（
２
年
課
程
）

平
成
22
年
３
月
高
校
卒
業
予
定
者
、

高
校
卒
業
以
上
の
人
ま
た
は
こ
れ
と

同
等
以
上
の
人
で
30
歳
以
下
の
人

　

20
人

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科（
２
年
課
程
）

平
成
22
年
３
月
高
校
卒
業
予
定
者
、

高
校
卒
業
以
上
の
人
ま
た
は
こ
れ
と

同
等
以
上
の
人
で
30
歳
以
下
の
人

　

20
人

建
築
科（
１
年
課
程
）

新
規
中
学
校
以
上
の
卒
業
者
、中
学

校
卒
業
後
の
未
就
職
者
、離
転
職
者

　

30
人

介
護
サ
ー
ビ
ス
科（
６
カ
月
課
程
）

離
転
職
者
な
ど（
新
規
学
卒
者
は
除

く
）

　

20
人

応
募
期
限

▽
①
・
②　

平
成
22
年
１
月
29
日
㈮

▽
③
・
④　

平
成
22
年
２
月
10
日
㈬

応
募
方
法　

公
共
職
業
安
定
所（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）で
入
校
願
書
を

提
出
す
る

※　

選
考
方
法
な
ど
詳
し
い
内
容
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
か
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
校

０
９
４
２（
３
２
）８
７
９
５

０
９
４
２（
３
２
）８
７
９
３

http://w
w
w
.fukuoka-kunren.

net/

小
学
生
か
ら
高
校
生
の
た
め
の

春
休
み
海
外
派
遣
事
業

　

㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、春

休
み
に
青
少
年
を
対
象
に
国
際
交
流
事

業
を
行
い
ま
す
。

　

体
験
を
通
し
て
、お
互
い
の
理
解
や

交
流
を
深
め
、国
際
性
を
養
う
こ
と
を

目
的
に
行
い
ま
す
。

対
象　

小
学
２
年
生
〜
高
校
３
年
生

内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、学
校
体
験
、英

語
研
修
、野
外
活
動
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
、文
化
交
流
な
ど

派
遣
先　

ア
メ
リ
カ
、イ
ギ
リ
ス
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、カ
ナ
ダ
、ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、フ
ィ
ジ
ー
、カ
ン

ボ
ジ
ア

参
加
費　

28
万
円
〜
38
万
円

※　

別
途
、共
通
経
費
３
万
円
が
必
要

で
す
。

申
込
期
限　

平
成
22
年
２
月
５
日
㈮

（
申
込
先
着
順
）

※　

派
遣
期
間
な
ど
、詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
か
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先　

同
協
会

０
３（
６
４
５
９
）４
６
６
１

０
３（
６
４
５
９
）４
６
３
３

info@
kskk.or.jp

http://w
w
w
.kskk.or.jp

オ
ウ
ム
真
理
教

犯
罪
被
害
者
等
給
付
金

　

オ
ウ
ム
真
理
教
の
犯
罪
行
為
に
よ
り

亡
く
な
っ
た
人
の
遺
族
、障
害
が
残
っ

た
人
や
傷
病
を
負
っ
た
人
な
ど
に
犯
罪

被
害
者
等
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
期
間
は
、平
成
22
年
12
月
17
日

ま
で
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
警
察
本
部

警
察
安
全
相
談
課

（
６
４
１
）４
１
４
１（
内
２
５
３
４
）

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

工
業
統
計
調
査

　

経
済
産
業
省
は
、製
造
業
を
営
む
事

業
所
を
対
象
と
し
た
工
業
統
計
調
査

を
、12
月
31
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、来
年

１
月
か
ら
調
査
員
が
訪
問
し
、従
業
員

数
な
ど
を
確
認
の
上
、調
査
票
を
配
布

し
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
を
厳
守

し
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
地
域
づ
く
り
課

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
５
３

　もうすぐ今年も終わります。歳末セールで、家電製品の買
い換えを考えている人も多いのではないでしょうか。
　長く使う家電製品は家計に優しい製品を選びたいもの。
価格だけではなく、省エネ性能なども考えながらお得な製
品を選びましょう。
統一省エネラベルを目安にしましょう
「統一省エネラベル」とは、製品の省エネ性能や年間の
目安電気料金などを、分かりやすく表示しているラベル
です。省エネ基準達成率の数字が大きいほど、省エネ性能
が優れた製品といえます。
待機電力が小さい製品を選びましょう
待機電力は一世帯平均で約6800円/年（※）もかかっ
ています。
　※　「2009年夏版省エネ性能カタログ」より
「しんきゅうさん」を活用しましょう
今使用している家電製品を、省エネ製品に買い換えた
ときの消費電力やランニングコストの削減量を簡単に
知りたいときは、インターネットの省エネ製品買換ナビ
ゲーション「しんきゅうさん」がお勧めです。
テレビ・エアコン・冷蔵庫・照明の買い換え診断を「かん
たん比較」や「くわしく比較」など5種類の方法で比較が
でき、エコポイント対象製品の検索もできます。
　　また、携帯電話用サイトもあります。
　 http://shinkyusan.com/

問い合わせ先　環境課　 （584）1111　 （584）1147
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ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
る
前
に

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、「
た
だ
歩
く
」

こ
と
で
は
な
く
、「
運
動
と
し
て
歩

く
」こ
と
で
す
。ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

す
る
際
は
、無
理
の
な
い
ペ
ー
ス
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。次
に
、体
調
の

チ
ェ
ッ
ク
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
う

前
後
の
ス
ト
レ
ッ
チ
、十
分
な
水
分

補
給
も
必
要
で
す
。

　

な
お
、高
血
圧
の
よ
う
な
基
礎
疾

患
が
あ
る
人
や
、治
療
中
の
病
気
が

あ
る
人
は
、主
治
医
と
相
談
し
な
が

ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
く

　

生
活
習
慣
病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
す
る
た
め
に
必

要
な
運
動
量
の
目
安
は
、歩
数
に
し

て
毎
日
８
０
０
０
〜
１
万
歩
で
す
。

こ
の
運
動
量
を
習
慣
化
す
る
こ
と

で
、初
め
て
効
果
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
習
慣
化
す
る
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
用

　

人
間
が
活
動
す
る
た
め
に
は
、エ

ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
。こ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
元
と
な
る
の
が
、食
物
と

し
て
体
内
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
糖
質

と
脂
肪
で
す
。こ
れ
ら
は
、体
内
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
さ
れ
ま
す
が
、燃

焼
さ
せ
な
い
と
体
内
で
貯
蓄
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、生
活
習
慣
病
の
温
床

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。糖
質
や
脂

質
を
体
内
に
貯
蓄
せ
ず
、燃
や
す
た

め
に
は
、酸
素
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
酸
素
を
効
率
的
に
体
内
に
取

り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、有

酸
素
運
動（
運
動
し
な
が
ら
ス
ム
ー

ズ
な
呼
吸
を
す
る
こ
と
に
よ
り
体
内

に
酸
素
を
取
り
入
れ
、体
の
機
能
を

整
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
運
動
）

で
あ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。ま
た
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、無
理
せ
ず
長
く

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、生
活

習
慣
病
な
ど
の
予
防
に
も
効
果
的
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

め
に
、自
分
流
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

楽
し
み
方
を
見
つ
け
れ
ば
、次
に
歩

く
の
が
楽
し
み
に
な
り
ま
す
。カ
メ

ラ
や
ス
ケ
ッ
チ
帳
、地
図
を
持
っ
て

自
分
流
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
記
録
を
つ

け
て
み
る
の
も
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
時
間
が

と
れ
な
い
と
い
う
人
も
、エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
使
わ
な
い
、通
勤
・
帰
宅
時
に

一
駅
前
で
降
り
る
な
ど
普
段
の
生
活

の
中
で
工
夫
す
る
こ
と
で
、歩
数
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

あ
な
た
も
今
日
か
ら
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
「
ダ
イ
エ
ッ
ト
し
た
い
」「
健
康
を
維
持
し
た
い
」と
い
う
理
由

か
ら
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め
る
人
が
増
え
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

そ
の
中
で
も
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
無
理
な
く
続
け
る
こ
と
が

で
き
、心
臓
病
や
脳
卒
中
、生
活
習
慣
病
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
を
予
防
す
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

たんぽぽメール
遊びに来ませんか？
　子育て支援センター内の気軽に親子で遊べるスペース「たん
ぽぽルーム」の中では、時間を決めて「タッチケア」と「絵本の読
み聞かせ」をしています。

タッチケア
　お母さんと赤ちゃんの心と体が触れ合うことにより、親子
の「きずな」を深めることです。具体的には、赤ちゃんと親が
見つめ合い、語りかけながら赤ちゃんの素肌にしっかりと触れ
る、なでる、マッサージする、手足を曲げ伸ばしするなどです。
タッチすることで、赤ちゃんの皮膚に心地よい刺激を与え、こ
れが全身に伝わって血管、筋肉、脳の視床下部に影響し、赤

ちゃんの心身が活性化します。触れ合うことの喜びを実感し、
親子のきずながさらに深められるとよいですよね。

絵本の読み聞かせ
　こどもとお母さんがお互いにゆったりとリラックスした時
間の中、絵本を通して夢の世界に触れてみませんか。大人に
なっても絵本を読んでもらうというのは結構心地よいもので
すよ。

　「タッチケア」も「絵本の読み聞かせ」も週１回行っています。
詳しくは、同センターにある「たんぽぽルーム便り」を見てくだ
さい。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま
せ
ん
か
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橋
はしたに

谷  澪
みお

ちゃん（一の谷）
平成19年12月16日生

古
こ が

賀 立
りゅうせい

晟ちゃん（紅葉ヶ丘東）
平成20年12月19日生

倉
くら

田
た

 拓
たく

実
み

ちゃん（須玖南）
平成20年12月17日生

佐
さ さ き

々木 愛
あい

子
こ

ちゃん（天神山）
平成20年12月22日生

髙
たかまつ

松 あやちゃん（光町）
平成18年12月30日生

12月後期

２
月
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
募
集

※
３
歳
ま
で

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
１
月
４
日
㈪（
消
印
有
効
）ま
で

の
到
着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

送
り
先　

市
報
か
す
が「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」係
（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）　　
　
　
　
　

 　

  

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

市の人口   11/15現在

◎総人口  109,350人

女 　56,079人

男　 53,271人

◎世帯数  43,963世帯

春日市総合情報メール
　防犯・防災情報を中心に、11分野
の行政情報の中から希望する情報

（複数選択可）を配信するサービスで
す。
　下の携帯用バーコードから登録す
るか、空メールを次のアドレスに送
り、返信メールに書き込まれた URL
をクリックし、画面の指示に従って
登録してください。
　登録は無料です。

ke-as-anzen@ansinkasuga.jp
問い合わせ先

地域づくり課 
☎（584）1111
（584）1153

▲生徒会選挙の立会演説会の様子

春日南中学校
所在地　大土居３ｰ11
（595）0905　 （595）0919

　本校は、昭和58年に春日東中学校と春日西中学校から
分離して開校しました。現在生徒数469人、学級数13学
級です。
　学校の教育目標を「自ら意欲的に学び、規律ある集団
の中で、心身ともに逞

たくま

しい生徒の育成」としています。特
に、今年度は「自主的・自律的な態度を培い、互いに高め
合う生徒を育成する」ことを重点目標とし、生徒が自分の良
さや考えを生かして積極的に頑張ろうとする主体性や表現

力・問題解決能力を育成しようとしています。
　生活面では、第１に、生徒会活動において、委員会・係
会活動の連動を密にし、学校生活での課題を生徒おのお
のが自分のこととして考えることができるよう、学級会の充
実を図っています。第2に、あいさつ、チャイム黙想、時間の
厳守、服装、清掃など互いが協力して規律を守る態度を育
成し、基本的な生活習慣の定着に努めています。第3に、
体育会や文化発表会などの行事では、生徒同士が真剣な
話し合いの中で、迷ったり、悩んだり、ぶつかりあうなど取り
組みの過程を大切にして、自分たちでつくり上げ、達成した
喜びや感動を味わうことができるようにしています。
　学習面においては、5教科の基礎的内容を１教科ずつ
金曜日に週末課題として渡し、その内容を月曜日の朝に週
テストとして行うことで、基礎基本の定着と家庭学習の習
慣化を図っています。
　そして地域との連携として、地域の皆さんに講師や受講
生として参加していただき、生徒が社会生活に必要な考え
方、人間関係づくり、マナーを学べるように、文化スポーツ
活動を行う「なんちゅうカレッジ」を8年間継続しています。

市内小・中学校の特色や取り組みなどを紹介します。



　今年ももう残すところあとわずか。いよい
よ年の瀬が近づいてきました。
　さて、年末といえば、大掃除など年を越す
ための準備が待ち構えています。私の場合、
ここ数年の懸案があって、それは大量の本
の整理。「古いものを処分すればいいのに」
と、人からは言われますが、以前読んだ作
品が突然また読みたくなることがよくあるの
で、たとえ文庫本であっても処分することが
できない私。とはいえ、本棚の増設にも限り
があり、スペース確保のために、取りあえず
箱詰めしておく本の選別で頭を悩ませるこ
とになります。
　ところで、今では電子書籍だけでなく携帯
に配信される小説もあるとか。でも、やはり
本は、手に取って、ゆっくりとページを繰りな
がら楽しみたいですよね。かくして、今年の
年末も、たくさんの書籍の前で、腕組みし、
考え込むことになりそうです。　　　　　 I

文
も じ が わ ら

字瓦

　これは、昭和56年の発掘調査で

惣利西遺跡(春日８丁目・９丁目)か

ら出土した瓦です。この瓦の表面に

ヘラによって刻まれた「西北方角一」

の５文字は、瓦を葺
ふ

く屋根の位置を

表していると考えられています。

　惣利西遺跡は牛
うしくびがわ

頸川西方の斜面

部に位置する７世紀前半ごろの集落

跡で、須
す え き

恵器の生産工房があった可

能性があります。

　　　（奴国の丘歴史資料館）
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